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い
ざ
と
い
う
と
き
に
適
切
な
避
難
行
動
が

で
き
る
よ
う
、
避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

想
定
す
る
の
は
コ
ン
サ
ー
ト
中
に
発
生
す

る
地
震
と
火
災
。
こ
の
機
会
に
、
防
災
・
減

災
の
意
識
を
高
め
、
外
出
中
の
防
災
対
策
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
横
浜
市
消
防
音
楽
隊

に
よ
る
演
奏
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ͱ

͖
▼
３
月
11
日（
水
）午
後
３
時
～
４
時

「
戦
後
�0
年
・
平
和
へ
の
想
い
を
込
め
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
平
和
の
尊
さ
を
多
く
の
か
た

に
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
、
大
和
・
座
間
・
海

老
名
・
綾
瀬
の
県
央
４
市
連
携
ピ
ー
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

※
駐
車
場
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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広
島
か
ら
派
遣
さ
れ
た
２
人
の
被
爆
体
験

記
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
被
爆
者
の
体
験

記
や
詩
を
朗
読
し
、
被
爆
者
の
記
憶
や
思
い

を
共
有
し
ま
す
。
ま
た
、
来
場
者
も
朗
読
に

参
加
し
、平
和
へ
の
思
い
を
深
め
ま
す
。オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
は
市
内
の
児
童
・
生
徒
が
、
平

�0
分

ͱ
͜
Ζ
▼
シ
リ
ウ
ス
内
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

ग़

ԋ
▼
横
浜
市
消
防
音
楽
隊
、
ポ
ー
ト
エ

ン
ジ
ェ
ル
ス
１
１
９
ほ
か

ۂ

໨
▼
レ
イ
フ
・
ヴ
ォ
ー
ン
・
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ「
行
進
曲
海
の
歌
」、
グ
レ
ン
・
ミ

ラ
ー「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
・
セ
レ
ナ
ー
デ
」ほ
か

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
や
ま
と
み
ら
い
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
電
話
で
や
ま
と
芸
術
文
化

ホ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
デ
ス
ク
☎（
２
６
３
）

３
８
０
６
へ
。
シ
リ
ウ
ス
１
階
ホ
ー
ル
事

務
室
へ
直
接
も
可（
午
前
９
時
～
午
後
６

時
）。

※
同
日
、
午
後
１
時
�0
分
～
４
時
�0
分
に
シ

リ
ウ
ス
内
サ
ブ
ホ
ー
ル
で
救
命
処
置
・
応

急
手
当
体
験
な
ど
、
啓
発
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。

和
へ
の
思
い
を
発
表
し
ま
す
。

ͱ

͖
▼
３
月
７
日（
土
）午
後
１
時
～
２
時

�0
分

ͱ
͜
Ζ
▼
シ
リ
ウ
ス
内
サ
ブ
ホ
ー
ル

ఆ

һ
▼
先
着
２
０
０
人

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
３
月
４
日（
水
）ま
で
に
、
左
の

コ
ー
ド
か
ら
ウ
ェ
ブ
、
ま
た
は
電
話
で
国

際
・
市
民
共
生
課
へ
。
定
員

に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
当

日
直
接
も
可
。

地
球
温
暖
化
対
策
・
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

の
切
り
札
と
し
て
、
注
目
を
集
め
て
い
る
ペ

ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
。
フ
ィ
ル
ム
の
よ

う
に
軽
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
の
活
用
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
発
明
者
で
あ
る

宮
坂
教
授
が
、
こ
の
電
池
が
切
り
開
く
未
来

に
つ
い
て
、
講
演
し
ま
す
。

ͱ

͖
▼
２
月
2�
日（
土
）午
後
１
時
�0
分
～

３
時

ͱ
͜
Ζ
▼
ポ
ラ
リ
ス

ఆ

һ
▼
先
着
１
２
０
人

ߨ

ࢣ
▼
桐
蔭
横
浜
大
学

宮
坂
力
教
授

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
２
月
2�
日（
水
）ま
で
に
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
ま
た
は
電

話
で
環
境
総
務
課
へ
。
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
載
し
、
フ
ァ
ク
ス
も
可
。

問
市
役
所
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係
☎

（
２
６
０
）５
２
２
２
（
２
６
３
）２
０

８
０

問
市
役
所
国
際
・
市
民
共
生
課
国
際
・

市
民
共
生
係
☎（
２
６
０
）５
１
６
４

（
２
６
３
）２
０
８
０

問
市
役
所
環
境
総
務
課
地
球
環
境
係
☎

（
２
６
０
）５
４
９
３
（
２
６
０
）６
２

８
１

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
災
害
に
遭
っ
た
ら
？

横
浜
市
消
防
音
楽
隊

避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

大
和
市
平
和
都
市
推
進
事
業
戦
後
80
年
メ
イ
ン
事
業

被
爆
体
験
記
朗
読
会
を
開
催

環
境
講
演
会
を

開
催

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
が

切
り
開
く
、
私
た
ち
の
未
来

ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
デ
ー
を
開
催

1㌽

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
ワ
ン
２
０
２
５-

２
６
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
３

問
大
和
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー

ツ
×
ラ
イ
フ
課
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
推
進

係
☎（
２
６
０
）５
７
６
３
（
２
６
２
）

９
５
１
４

ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
ワ
ン
の
公
式
戦
、
ヤ
ク

ル
ト
レ
ビ
ン
ズ
戸
田
対
狭
山
セ
コ
ム
ラ
ガ
ッ

ツ
の
試
合
を
開
催
し
ま
す
。
テ
ン
ポ
の
よ
い

パ
ス
や
戦
術
的
な
キ
ッ
ク
、
迫
力
あ
る
ス
ク

ラ
ム
な
ど
を
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

ͱ

͖
▼
２
月
2�
日（
土
）正
午
キ
ッ
ク
オ
フ

ͱ
͜
Ζ
▼
大
和
な
で
し
こ
ス
タ
ジ
ア
ム（
大

和
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
競
技
場
）

අ

༻
▼
市
立
小
学
生
は
、
学
校
で
配
布
す

る
同
イ
ベ
ン
ト
の
ち
ら
し
を
持
参
す
る

と
、
先
着
３
０
０
人
無
料
、
同
伴
来
場
の

保
護
者
は
Ａ
自
由
席
を
５
０
０
円
で
購
入

で
き
ま
す
。
一
般
席
の
費
用
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
不
要
。

　高座渋谷地域のにぎわい
を創出するため、令和6年
に初めて開催された渋祭。
今回は、地元の有志のかた
たちによる開催で、内容もより一層パワーアップしたものとなり
ました。エリアを高座渋谷駅東側にも拡大し、飲食店、物販テン
トやキッチンカー、みこしなどのほか、ステージ企画や縁日など、
子どもから大人まで一日楽しめる企画で、会場内は大変な盛り上
がりをみせておりました。渋祭が、地域の皆様に愛されるイベン
トとして定着し、発展していくことを心より願っております。

　自助・共助の大切さを伝える
催しとして、引地台公園を会
場に、「防災・消防体験フェス
タ2025」を開催しました。今
回は新たに、災害協定事業者に
よる飲食物提供訓練も実施し、温かいスープが多くの来場者にふ
るまわれていました。改めて、災害時における協定事業者からの
円滑で心強い支援を確認することができました。また、消防では、
消火や救命、火災予防などを身近に感じる体験参加型のイベント
として、多くのご家族連れにもご来場いただき、来場者数は過去
最高の2,480人となりました。
　災害は、いつ起こるか分かりません。いざというときのために、
日頃から備えておくことが大切です。これからも、さまざまな場
を通して市民の皆様に役立つ情報をお伝えしてまいります。

　大和駅東側プロムナード
で、「うまいもの市」を開催し
ました。今回は北は北海道、
南は鹿児島まで、市内の9県
人会と他県の自治体など、15団体が出店しました。どのブースも
長蛇の列で、多くのかたが全国各地の名産品や特産品に舌鼓を打っ
ていました。私も、宮崎県人会の地鶏焼きを大変おいしくいただ
きました。参加者全員が笑顔になることができるイベントを通じ
て、今後も活気とにぎわいあふれる大和市を目指してまいります。

市民の皆さん、こんにちは。私が最近、現地・現場で
体験したことについてお話しいたします。

令和7年11月1日　
防災・消防体験フェスタ2025

令和7年11月29日
うまいもの市

令和7年10月5日　
第2回渋祭

“現地現場”へ
～いいね   大和市を目指して～

古谷田力市長の
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˙
஍
ٿ
の
ε
ς
ー
ジ

同
日
、
海
老
名
市
在
住
の
医
師
・
桑

山
紀
彦
氏
が
、
世
界
の
紛
争
・
災
害
地

域
で
出
会
っ
た
人
々
の
姿
を
映
像
と
歌

で
伝
え
る
ラ
イ
ブ
を
お
届
け
し
ま
す
。

ͱ

͖
▼
３
月
７
日（
土
）午
前
10
時
�0

分
～
正
午

ͱ
͜
Ζ
▼
シ
リ
ウ
ス
内
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

ఆ

һ
▼
先
着
１
，
０
０
０
人

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
２
月
２
日（
月
）～
３
月
４

日（
水
）に
左
の
コ
ー
ド
か
ら
電
子
申

請
で
。海
老
名
市
市
民
相
談
課
☎（
２

３
５
）４
５
６
８
へ
電
話
も
可
。

※
手
話
通
訳
、
要

約
筆
記
あ
り
。
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